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蛍光ガラス線量計の高エネル
ギー計測の問題点と郵送調査
デバイスとしての有用性の評価

大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻

○松本光弘

大阪大学医学部保健学科

山本安希子、西村晴美、元木亜由美

標準仕様137Csγ線(662keV)
スタンダード線量計素子
（GDS-301-AH）

リニアックX線（4,6,10MV）
オリジナルスタンダード
線量計素子作成

測定精度比較

mode1
mode2(4MV) 
mode3(6MV) 
mode4(10MV)

プレヒート
(70℃30分)

アニーリング処理
(400℃ 60分)

高線量用マガジン使用

アイソセンター

GD-302M

タフウォーター
ファントム
（特注） 2枚
(30×30×5cm)

1cm

中心素子を校
正用に使用

5cm

STD法にて、10x10cmで照射した
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4MV,6MV校正
±2%以内

137Csγ線校正
4MVX線校正
6MVX線校正
10MVX線校正

誤差の平均(%)
137Cs -15.5
4MV 1.11
6MV -0.12

10MV -4.44

137Csγ線校正の

測定精度は約-15％

6MVX線校正に決定

137Cs校正

線量直線性

STD法で深度10cmとし、

4,6,10MVで1,2,3,4Gyで照射

出力係数(OPF)

200MUにおける一辺

6,8,10,12,14cm

深さ依存性（TPR)

深度5,10,15,20cm
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回帰式
y=1.0007x

回帰式
y=0.9967x

回帰式
y=0.9988x

決定係数R2=0.9999
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※IC(Ionization chamber)…電離箱線量
計

±1%程度
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標準不確かさ

旭グラス 本実験

素子間の感度バラツキ 2.0% 1.2%
読み取り再現性 1.0% 0.3%

読み取りpositionバラツキ 3.0% 1.9%

X線出力のバラツキ(max) 1.0% 1.0%

合成標準不確かさ 3.9% 2.5%
拡張不確かさ（κ＝2） 7.7% 5.0%

Optimum level:2.5%,Tolerance limits : 5.0%
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蛍光ガラス線量計郵送調査によるリニ
アックX線校正点吸収線量の精度評価
（第三者評価プログラム）

郵送調査の制約点

素子への照射後、すぐにプレ
ヒートをかけられない

⇒プレヒートをかけない方法

郵送コストおよび輸送方法

⇒簡易郵送に収納できる方法
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2Gy照射後の計測値の変化

プレヒ(+)
プレヒ(-)

プレヒートの有無による影響 簡易郵送方法
軽量!安価!!

*郵送費用 1500円程度

GD測定用模擬ファントム

２つ目のエネルギー

1つ目のエネルギー

B.G.用

PTW30010型模擬ファントム
(材質：ソリッドウォーター) 鞘付校正用水ファントム

アイソセンター

200MU
STD10x10cm

郵送先での測定方法

1ビームに素子1個ｘ5回
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方法のまとめ

素子返却後にプレヒート

固体ファントムを使用

60Coγ線校正

プレヒートをかけない

（1週間後に計測）

Farmer模擬ファントム+水ファ
ントム

6MVX線 校正

医用原子力技術振興財団

(ANTM)
本研究
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11施設 22ビームの結果
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Output:200MU

ガラス線量計の測定誤差(%)
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Average:-0.05% ,  SD:1.2%
Max:-2.5% 21beams(95%)≦±2.4％

不確かさのOptimum level：±2.5%以内

10MV

n＝22

y = 0.9468x + 8.4525
R² = 0.9521
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相関係数ｒ＝0.98

n＝22

11施設２２ beamsの計測結果

誤差の平均-0.05％、ＳＤ1.2%

線量計との相関係数は0.98

全ての計測値が計測の合成標準不確かさ
（Optimum level）±2.5%以内であった。

ＳＤ1.3%

1.6％

※1 Mizuno.H ,et al.,Radiother.Oncol.86,2008
※2 http://www.antm.or.jp/03_activities/0313.html
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